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〈日 本 株〉

9月の日銀会合で1.25%への政策金利引き上
げが決定された。先行したECB、FRBと足並み
をそろえた形だ。中東の原油供給減少が長引いて、
エネルギー価格の上昇からインフレ懸念は根強く、
金融政策への関心は追加利上げ時期、利上げペー
スに移っている。日米の協調介入後も円安に傾斜
しがちな為替市場においても、政府・中銀の動向
が警戒される。
9月の株式市場はAI半導体中心からAI開発ペー
スに関する議論や、利上げ観測や財政不安を背景
とした長期金利上昇もあり、方向感に乏しい動き
となった。10月の株式市場は神経質な動きが続
くとみられる。
臨時国会が召集され、成長分野への投資呼び
込みが期待される一方、食品消費税減税関連法案
などは財政不安が意識されやすい。米国では11
月に中間選挙を控える。個別では10月末に実施
されるTOPIX構成銘柄の初回入替で新規採用さ
れる銘柄の動きも注目されよう。 (9/25 大部)

臨時国会、米中間選挙を控え神経質な動き

9月の銘柄・業種別騰落率（8/31-9/24）

10月の展望

財政と金融政策の方向感を模索 



Report 2026 October○3

Report 2026.10

◇直近1カ月のEPS変化率の上位銘柄
（選択条件）
・TOPIX500採用銘柄。
・9月18日の今期市場コンセンサスEPSが8月18日の同EPSを上回っている。
・同期間の騰落率がTOPIXの－1.19％を上回っている。
・市場コンセンサスEPSの変化率が10％を超える銘柄（四捨五入）。

数値は26年9月18日時点

決算を経て業績期待が高まる銘柄銘柄
スクリーニング

（出所）Bloombergより内藤証券作成
（注）マネーフォワードは貸株注意喚起。市場コンセンサスEPS変化率は2026年8月18日時点と9月18日時点を比較。
　　　対TOPIX騰落率差は、同期間の個別株騰落率からTOPIX騰落率引いて算出。
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特 集

　デジタルイノベーションの総合展であるCEATECの今回のテーマは｢Transformation(企業が、産業
が、そして社会が変わる)｣である。4つあるパビリオンのうち、新規性が高いのは海洋と宇宙だ。

　展示内容は、①感じる(カメラ、レーダー)→②つなぐ(通信)→③考える(半導体、データ解析)→④動かす
(モータ、駆動部品、制御)→⑤社会実装(管理、保険、保守サービス)という5つの観点で整理できるだろう。

　日本企業は、半導体の設計・製品そのものよりも、相対的には装置や部材・材料に強みを持つ企業が多
い。株式市場のテーマとなっているデータセンターやロボット関連でも、同様の構図がみられる。
　①感じる、②つなぐ、④動かすの市場が拡大すれば、装置メーカーや電子部品メーカーでは業績拡大が
期待される。

　CEATEC2026で示された構想が実現に向かう世界では、海洋や宇宙、交通・暮らし関連の分野で、
電子部品企業が事業拡大する機会は多いとみられる。 (高橋)

CEATEC2026に見る「次の成長領域」

【図表1】パビリオンの概要

【図表2】パビリオン横断でみる共通技術

（出所）CEATECのホームページより内藤証券作成
（注）記載の企業は、パビリオンの出展の主な上場企業。損保ジャパンはSOMPOHDの子会社。ソフトバンクとトヨタ自動車の合弁会社であるMONET Technologiesが出展。
　　　　 楽天Gの楽天モバイルが出展。シャープはシャープエネルギーソリューションが出展。

（出所）各種資料より内藤証券作成 　（注）図表2は共通技術に絞って①～④で整理した。

自動運転、車と周囲をつなぐ
通信、遠隔監視、運行・保険
楽天G（4755）
トヨタ（7203）
ソフトバンク（9434）
SOMPOHD（8630）

損保ジャパンは、自動運転な
どの導入をリスク評価・保険・
事故対応・運行支援で支える。

海洋観測、水中ドローン、海洋
データ解析、通信
富士通（6702）

交通

海洋

宇宙

暮らし

カメラ、レーダー

ソナー、環境センサー

地球観測、測位

人感・生体センサー

車両制御車・道路間通信、
移動通信

衛星・水中通信、
機器接続

自動運転、
交通最適化

海洋解析、
仮想空間再現

水中ドローン、
船舶制御

アンテナ制御

家電・住宅設備制御

衛星搭載計算、
データ解析

見守り、省エネ

衛星通信、光通信

家電・住宅設備、
ネット接続

上場企業は少数。研究機関・
新興企業との共創が中心で、
事業化はこれからの領域。

衛星通信、測位、地球観測、
衛星搭載計算・制御
三菱電機（6503）
NEC（6701）
富士通（6702）
シャープ（6753）

宇宙単独ではなく、自動車・
製造・通信・インフラへの技術
展開が主眼。

スマートホーム、防災、見守り、
家電・設備連携
エディオン（2730）
リンナイ（5947）
三菱電機（6503）
シャープ（6753）
フクダ電子（6960）
ホンダ（7267）
セコム（9735）
家電単体ではなく、電力・通
信・データをつないで暮らし全
体をサービス化。

暮らしのDX宇宙共創海洋デジタル社会デジタル交通社会

パビリオン 感じる つなぐ 考える 動かす

2026年10月13～16日に開催される

複数市場に同じ技術・部品を展開できる企業に注目
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9月ＩＰＯ初値は概ね公開価格を上回る
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10月の
スケジュール 物価動向と日米中銀の金融政策に注目


